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【世界ジオパークの認定を目指して】P2～ P3

おらが霧島を世界の霧島へ

広
報え のび
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世
界
の
霧
島
へ

Geoparkジオパーク
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世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
目
指
し
て

　

霧
島
連
山
を
中
心
に
広
が
る
宮

崎
、
鹿
児
島
両
県
の
５
市
２
町
で

構
成
さ
れ
る
「
環
霧
島
会
議
」
が

中
心
と
な
っ
て
、
昨
年
10
月
に
行

わ
れ
た
会
議
で
、「
霧
島
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
し

ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、
霧
島
連

山
の
２
０
１
０
年
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
に
向
け
て
、
今
年
中
に
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
へ
申
請
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
科
学
的
に

見
て
特
別
に
重
要
で
貴
重
な
、
あ

る
い
は
美
し
い
地
質
遺
産
を
含
む

一
種
の
自
然
公
園
で
す
。
ユ
ネ
ス

コ
を
中
心
に
２
０
０
４
年
に
設
立

さ
れ
た
審
査
機
関
「
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｇ

Ｎ
、事
務
局
・
パ
リ
）」
が
認
定
し
、

現
在
18
か
国
57
地
域
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
は
保
護

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
ジ
オ

パ
ー
ク
は
自
然
遺
産
を
保
全
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
自
然
遺
産

を
活
用
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
然
遺
産

を
自
然
科
学
の
普
及
に
利
用
す
る

こ
と
や
、
地
質
遺
産
を
観
光
の
対

象
と
す
る
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
自

然
を
学
び
な
が
ら
行
う
見
学
旅

行
）
の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
地
域

社
会
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
質
学
が
専
門
の
鹿
児
島
大
学

の
井
村
隆
介
准
教
授
は
「
霧
島
火

山
群
は
歴
史
も
古
く
、
日
本
地
質

百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
天
孫
降
臨
の
神
話
の
地
で
も

あ
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
資
質
は
十

分
あ
り
ま
す
」
と
、
霧
島
の
価
値

を
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
」
と

な
れ
ば
、
霧
島
連
山
の
魅
力
が
広

く
世
界
に
発
信
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外
観

光
客
の
増
加
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
い
つ
ど
の
よ
う
に

し
て
韓
国
岳
が
で
き
た
の
か
」
と

考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
登
録
に
は
、
そ
ん

な
疑
問
に
答
え
る
よ
う
な
看
板
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
整
備
、
ガ
イ
ド

の
養
成
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
霧

島
の
自
然
遺
産
、
文
化
遺
産
を

使
っ
た
活
動
実
績
も
必
要
で
す
。

　
「
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
そ

こ
に
住
む
地
域
の
人
々
の
霧
島
に

対
す
る
思
い
で
す
。
霧
島
が
持
っ

て
い
る
価
値
に
気
づ
き
、
そ
こ
に

住
む
人
た
ち
が
宣
伝
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
」
と
井
村
先
生
。

行
政
、
地
域
社
会
、
民
間
が
一
体

と
な
っ
た
行
動
計
画
の
必
要
性
を

訴
え
ま
す
。

　

環
霧
島
会
議
の
目
標
は
、
霧
島

山
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
市
・
町
境

や
県
境
を
越
え
て
、
環
境
、
観
光
、

防
災
、
教
育
な
ど
の
施
策
や
事
業

に
つ
い
て
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

共
通
課
題
や
目
的
に
向
か
っ
て
協

働
す
る
こ
と
。
こ
の
目
標
は
、
ジ

オ
パ
ー
ク
登
録
に
向
け
て
の
取
組

み
と
同
じ
と
言
え
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
環
霧
島
会
議

の
構
成
市
町
や
両
県
と
一
体
と

な
っ
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
、
ま
ず
は
ジ
オ
パ
ー
ク
と

は
何
か
を
知
り
、
日
本
の
霧
島
か

ら
世
界
の
霧
島
を
目
指
す
霧
島
連

山
の
魅
力
を
も
っ
と
学
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
企
画
政
策
課
政
策
係

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
２
１
・
３
２
２
）

鹿児島大学理学部地球環境科学科
准教授　理学博士

井村隆介（いむら・りゅうすけ）　氏
1964 年大阪府生まれ。鹿児島大学理学部卒業。通産省地質調査所［現：

（独）産業技術総合研究所］を経て平成８年に鹿児島大学に赴任。鹿
児島県土砂災害対策アドバイザー、霧島市ジオパークアドバイザー、
霧島ジオパーク推進連絡協議会顧問。

お
ら
が
霧
島
を

「環霧島会議」は、宮崎県の
えびの市、小林市、高原町、
都城市、鹿児島県の湧水町、
霧島市、曽於市で構成。昨
年 10 月に開催された会議
で、申請の主体組織となる
「霧島ジオパーク推進連絡協
議会」を設立。

環霧島会議何よりも大切なのは
地域の人たちの霧島に対する思いです

洞爺湖有珠山（北海道）／昭和新山は 1943
年～ 45 年に有珠山麓の畑が火山活動により
山になった。

糸魚川（新潟県）／糸静線断層露頭は日本を
二つに分ける大断層、糸魚川静岡構造線。

島原半島（長崎県）／雲仙岳平成新山（茶色
い岩山）と眉山（手前の緑の山）を空撮。

◎日本のジオパーク（世界ジオパークに登録申請中）

写真提供／日本ジオパーク委員会

ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
何

霧
島
の
魅
力

霧
島
の
魅
力
を
世
界
へ

霧島火山群は、30 万年前に大噴火を起こし
た加久藤カルデラの南縁に誕生した火山で
す。大小 20 の成層火山があり、多くの火
口湖や温泉をかかえており、九州の代表的
な観光地となっています。
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◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111）

04 03
えびの市地域福祉推進大会を開催

みんなで支え合う地域づくり
さらに利用しやすい市役所へ

窓口利用時間を拡大します
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■お問い合わせ先
市福祉事務所福祉係（内線 261・266）

■お問い合わせ先
市行政管理課行政管理係（内線 317・319）

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か

け
て
、
転
入
・
転
出
な
ど
の
異
動

が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
市
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
仕
事
帰
り

や
休
日
で
も
住
民
異
動
届
な
ど
の

手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
役

所
本
庁
の
窓
口
利
用
時
間
を
拡
大

し
ま
す
。
た
だ
し
、
今
回
は
試
行

的
な
実
施
で
す
の
で
、
市
役
所
本

庁
の
み
の
拡
大
と
な
り
ま
す
。

【
利
用
時
間
を
拡
大
す
る
期
間
】

平
成
21
年
３
月
26
日
（
木
）
～
平

成
21
年
４
月
８
日
（
水
）

【
拡
大
す
る
時
間
】

◎
平
日
＝
午
後
５
時
～
午
後
７
時

◎
土
・
日
曜
日
＝
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時

【
期
間
中
の
取
扱
業
務
】

◎
市
民
課
＝
転
入
、
転
出
、
転
居
、

印
鑑
登
録
、
戸
籍
の
届
出
・
証
明

書
の
発
行
（
戸
籍
、
住
民
票
、
印

鑑
証
明
）・
住
基
カ
ー
ド
の
発
行

申
請
・
国
民
年
金
保
険
料
免
除
の

申
請
・
学
生
納
付
特
例
の
申
請
・

国
民
年
金
の
資
格
取
得
の
届
出
・

年
金
受
給
者
の
住
所
や
年
金
振
込

口
座
の
変
更
・
新
入
学
通
知
作
成

及お
よ

び
発
行
業
務

◎
健
康
保
険
課
＝
国
民
健
康
保
険

の
資
格
取
得
及
び
喪
失
の
届
出
・

後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
取
得
及

び
喪
失
の
届
出
・
介
護
保
険
の
資

格
取
得
及
び
喪
失
の
届
出

◎
税
務
課
＝
証
明
書
の
発
行
（
納

税
証
明
・
所
得
証
明
・
資
産
証
明
）

◎
福
祉
事
務
所
＝
児
童
手
当
関
係

の
手
続
き
・
乳
幼
児
医
療
費
助
成

の
手
続
き

※
こ
の
拡
大
時
間
中
は
、
各
種
相

談
業
務
（
申
告
や
納
税
等
）
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

を
埋
め
て
く
れ
る
の
は
地
域
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」、「
お
互
い
気

軽
に
声
を
か
け
合
え
る
よ
う
な
、

そ
し
て
子
育
て
家
庭
に
信
頼
さ
れ

る
よ
う
な
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん

に
な
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
問
題
提
起
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
こ
れ
ら
の
問
題
提
起

を
踏
ま
え
て
、
住
民
流
福
祉
総
合

研
究
所
の
木
原
孝
久
所
長
が
「
住

民
流
助
け
合
い
起
こ
し
」
と
題
し

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
木
原
所

長
は
「『
福
祉
は
専
門
家
の
営
み
』

と
い
う
考
え
方
か
ら
『
あ
そ
こ
は

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来
て
る
か
ら
大

丈
夫
』
と
住
民
が
助
け
合
い
か
ら

手
を
引
く
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
公
助
が
共
助
を
壊
し

た
と
言
え
ま
す
。
ま
ず
は
共
助
、

つ
ま
り
、
ご
近
所
で
の
助
け
合
い

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
気
に
な
る

人
が
よ
く
見
え
、
人
脈
も
あ
り
、

気
に
な
る
人
に
す
ぐ
関
わ
る
『
世

話
焼
き
さ
ん
』
を
活
用
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
」
と
、
近
所
で
の
助

け
合
い
を
推
進
す
る
重
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
地
域
福
祉
推
進
大
会

が
、２
月
６
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
介

護
や
子
育
て
の
現
状
を
知
っ
て
も

ら
い
、
今
後
の
地
域
福
祉
の
在
り

方
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
初
め
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
市
民
な
ど
約

３
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
で
は
ま
ず
、
認
知
症
高

齢
者
の
現
状
、在
宅
介
護
の
現
状
、

子
ど
も
の
現
状
と
し
て
、
市
の
保

健
師
な
ど
３
人
の
方
が
「
介
護
保

険
で
手
伝
え
る
の
は
毎
日
の
生
活

の
ほ
ん
の
一
部
分
。
そ
の
す
き
間

講演する住民流福祉総合研究所長の木原孝久先生。試行的に窓口利用時間が拡大されるえびの市役所本庁。

「第 18回人権を考える市民のつどい」を開催

映画を見て人権を考えました

　
「
第
18
回
人
権
を
考
え
る
市
民

の
つ
ど
い
」
が
、
１
月
25
日
、
市

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
人
権
・
同
和
問
題

に
対
す
る
市
民
の
正
し
い
理
解
と

認
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

同
つ
ど
い
に
は
、
市
民
な
ど
約

４
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
で
は
、
映
画
「
新
・
あ

つ
い
壁
」
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

に
対
す
る
差
別
を
描
い
た
も
の
。

上
映
前
に
、
こ
の
映
画
の
監
督
で

あ
る
中
山
節
夫
さ
ん
は
「
今
日
の

映
画
を
見
て
、
自
分
の
内
な
る
差

別
を
問
い
正
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
一
人
一
人
が
『
自
分
は
ど

う
か
』
と
考
え
直
す
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
私
が
子
ど
も
の
こ

ろ
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
な
る
く
ら
い

な
ら
死
ん
だ
方
が
ま
し
だ
と
思

い
、
自
分
が
差
別
を
し
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
な
い
ま
ま
生
き
て
き

ま
し
た
。
差
別
は
私
た
ち
が
変
わ

ら
な
い
と
な
く
な
り
ま
せ
ん
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
と
は
、
ら
い
菌
の

感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
。
主

に
皮
膚
や
末
梢
神
経
が
侵
さ
れ
る

病
気
で
す
が
、
感
染
力
は
非
常
に

弱
く
、
飲
食
や
入
浴
な
ど
の
日
常

生
活
で
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
で
は
、
す
ぐ
れ
た
治

療
薬
が
開
発
さ
れ
、
確
実
に
治
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ル
外
で
は
、
部
落
解
放
同

盟
宮
崎
県
連
合
会
北
岡
松
支
部
の

皆
さ
ん
が
、
部
落
解
放
運
動
の
活

動
資
金
を
得
る
た
め
に
藍
染
め
の

販
売
を
行
い
、
運
動
へ
の
理
解
と

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ハンセン病患者に対する差別について語る中山節夫監督。

■お問い合わせ先
市総務課人権啓発室（内線 350）

■お問い合わせ先
市総務課防災交通係（内線 313・316）

「平成 21年新春地域・交通安全のつどい」を開催

地域・交通安全に向けて団結

　

平
成
21
年
新
春
地
域
・
交
通
安

全
の
つ
ど
い
が
、
１
月
22
日
、
市

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
、
区
長
会
や
高
齢

者
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
、
24
団
体

約
１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
で
は
、
え
び
の
交
通
対

策
協
議
会
長
の
宮
﨑
市
長
が
「
安

心
・
安
全
で
住
み
よ
い
え
び
の
市

を
つ
く
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
識
向
上
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
地
域
安
全
、
交
通
安
全
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
警
察
署
か
ら

市
内
の
事
件
・
事
故
の
現
状
報
告

が
あ
っ
た
後
、
昨
年
９
月
に
発
足

し
た
「
田
の
神
の
里
」
交
通
安
全

サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
報
告
、
え
び

の
警
察
署
地
域
安
全
対
策
協
議
会

の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動

報
告
を
行
っ
た
え
び
の
高
原
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
神
田
伊
津

男
さ
ん
は
「
１
月
22
日
ま
で
、
約

１
０
０
件
の
お
宅
を
訪
問
し
、
交

通
安
全
教
育
や
事
故
の
情
報
を
提

供
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
通
じ

て
、
１
件
で
も
交
通
事
故
が
な
く

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、青
色
回
転
灯
装
備
車（
青

パ
ト
）
で
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
る
え
び
の
警
察
署
地
域

安
全
対
策
協
議
会
の
大
城
戸
留
夫

会
長
は
、「
も
し
何
か
あ
っ
た
時

に
す
ぐ
に
で
も
声
を
か
け
て
も
ら

え
る
な
ど
、
青
パ
ト
隊
が
身
近
な

も
の
と
し
て
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
皆
さ
ん
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

がんばろう三唱で団結を固めました。



( 豚肉のくわ焼き )
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◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］
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打
植
祭（
う
ち
う
え
さ
い
）

●
　

写
真
／
打
植
祭
で
行
わ
れ
る
田
遊
び
狂
言
（
香
取
神
社
に
て
）。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
え
び
の
産
の
豚

肉
を
使
っ
た
「
豚
肉
の
く
わ
焼
き
」

で
す
。

　
「
く
わ
焼
き
」
と
は
、
昔
、
畑
仕
事
の
合

間
に
鍬
（
ク
ワ
）
の
裏
で
野
菜
や
肉
を
焼
い

た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

豚
肉
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１
と
い
う
栄
養
素
が
含

ま
れ
て
い
て
疲
労
回
復
に
効
果
的
。
筋
肉
に

た
ま
っ
て
い
く
疲
労
物
質
や
乳
酸
を
取
り

除
い
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１
に

は
、
酵
素
を
助
け
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。
で

レ シ ピ

す
か
ら
こ
れ
が
不
足
す
る
と
、
糖
質
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
る
酵
素
の
働
き
も
悪
く
な
っ

て
、
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
り
、
手
足
が
し
び

れ
た
り
す
る
な
ど
の
症
状
が
表
れ
ま
す
。

　

ニ
ン
ニ
ク
、
ニ
ラ
、
ネ
ギ
、
玉
ネ
ギ
な
ど

の
野
菜
に
含
ま
れ
て
い
る
物
質
は
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ１
の
働
き
を
高
め
て
く
れ
る
の
で
、
こ
れ

ら
の
野
菜
と
一
緒
に
食
べ
る
と
よ
り
効
果
的

で
す
。

　

夕
飯
の
お
か
ず
に
、
ぜ
ひ
、
作
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理

【開催日】平成 21年３月 1日（日）

え
び
の
市
食
生
活
改
善
推
進
員

松
枝
幸
子
　

さ
ん

r e c i p e

【材料（４人分）】
●豚ロース薄切り肉（50 ㌘×４枚）●
片栗粉（大さじ４）●Ａ・しょうが汁（小
さじ１）・濃口醤油（大さじ２）・酒（大
さじ１強）・みりん（大さじ１強）・砂糖（大
さじ１）●サラダ油（大さじ１）●青ピー
マン（40 ㌘）●赤ピーマン（40 ㌘）●
ニンジン（40 ㌘）●サリナスもやし（太
もやし）（60 ㌘）●ミニトマト（４個）

【作り方】
❶豚肉に片栗粉をまぶす❷千切りにした
ニンジン、ピーマン、ひげ根をとったも
やしをゆでる❸熱したフライパンにサラ
ダ油を入れ、❶の豚肉を並べて両面を焼
きＡの調味料を半分入れる❹皿にゆでた
もやし、ニンジン、ピーマンを広げ豚肉
を盛り、ミニトマトを添える❺Ａの調味
料の残りはさっと火を通し肉と野菜にか
ける

えびの
四季彩色
Season　Color　of　Ebino

打植祭
【会場】香取神社（今西地区）～天宮神社（田代地区）
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vol.47◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば る 自 会治

「地域のためにがんばります」と大城戸さん。

「

◎
ま
ち
づ
く
り
の
条
例
市
民
研
究
会
レ
ポ
ー
ト

さまざまな表情の田の神さあが迎えてくれます。

　

南
岡
松
地
区
は
宮
崎
県
の
最
西

端
に
位
置
し
て
お
り
、
鹿
児
島
県

湧
水
町
に
接
し
た
、農
業
と
酪
農
、

和
牛
生
産
が
主
体
の
風
光
明
媚
で

温
泉
も
豊
富
に
わ
き
出
る
す
ば
ら

し
い
所
で
す
。

　

真
幸
地
区
体
育
館
を
通
り
過
ぎ

橋
を
渡
る
と
、
南
岡
松
地
区
田
の

神
通
り
一
丁
目
が
あ
り
ま
す
。
大

小
１
２
０
体
ほ
ど
の
田
の
神
さ
あ

が
来
る
人
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
ま

す
。
そ
の
表
情
は
、
力
強
い
顔
、

優
し
い
顔
、
可
愛
ら
し
い
顔
と
さ

K a z u h a r u 　K u k i n o

南岡松自治公民館長
久木野一治さん

区民総力戦による
地域づくり Minamiokamatu

（南岡松自治公民館）

区民の皆さんと手作りの田の神さあ。

今回は、意見を出し合い研究
した結果をもとに条文化し

た作業内容を紹介します。ここか
ら、条文の一語一語を作り、議論
していくことになりました。
　研究会では、条例全体を四つの
筋道で条文を作ることにしまし
た。それは、①えびの市をどんな
まちにしたいのか②それを実現す
るための各

おのおの

々の責務は何か③実現
のための手法はどのようなものが
あるか④この条例が守られるため
にはどうすればよいか、です。
　そこで、まず①について議論し、
次のような条文を作りました。

　次回は、みんなで出し合ったこ
の条文が、どのように議論され、
内容の修正をしていったのかを紹
介します。

　みんなでつくろう！　えびの市の「憲法」

ま
ざ
ま
で
す
。
休
日
に
な
る
と
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
写
真
撮

影
に
こ
の
通
り
を
訪
れ
ま
す
。

　

ま
た
、公
民
館
活
動
も
盛
ん
で
、

高
齢
者
ク
ラ
ブ
、子
ど
も
育
成
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
婦
人
部
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
、
カ
ラ
オ
ケ

愛
好
会
と
、
み
ん
な
で
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
か
ら
41
年
前
の
昭
和
43
年
２

月
21
日
、
え
び
の
市
を
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６
・
１
の
地
震
が
襲
い
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

大
地
震
に
み
ん
な
が
お
び
え
ま
し

た
。
し
か
し
区
民
は
元
気
を
取
り

戻
し
、
翌
年
の
６
月
、
さ
の
ぼ
り

に
合
わ
せ
て
、
何
か
地
域
み
ん
な

で
楽
し
む
こ
と
を
始
め
よ
う
と
、

「
第
１
回
分
区
対
抗
ミ
ニ
バ
レ
ー

さ
の
ぼ
り
大
会
」を
開
催
。
以
来
、

昨
年
で
40
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

内
容
を
変
え
な
が
ら
継
続
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
全
員

で
伝
統
あ
る
行
事
を
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

顔の見える地域の「食」と「農」を守り、
育み、次世代へとつなげること。
（５）母なる川内川を中心に、美しいえ
びのの自然を守り、調和のとれた産業
振興で市政の発展をめざすこと。
（６）人々の慣習や風習から伝統的なも
のまで、あらゆる有形・無形の文化を
貴重な財産として捉え、保存し、次世
代に伝えること。
（７）えびのに住む人々が、人種や地域
を越え、お互いを理解し、共に助け合
うこと。

（まちづくりの基本的な方向）
第○条　えびの市のまちづくりの基本
的な方向は、次の各号に示すとおりと
し、市、市議会、市民、事業者等は、
それぞれの役割と責務を認識し、行動
するものとする。また、市のあらゆる
施策は、これに沿ったものでなければ
ならない。
（１）市民を個人として尊重し、命の重
さを自覚・認識し、差別をなくすこと
で個性を大切にすること。
（２）市民相互の健康、医療、福祉を守り、
明るく活気に満ちた市民生活を営める
ようにすること。
（３）将来を担う子どもたちが健やかに
育つ環境を作り、すばらしい教育がで
きる環境を作ること。
（４）命をつなぐ「食」を守るために、
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え び の の ひ と

大城戸　留夫さん

地
域
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し

て
安
全
に
生
活
で
き
る
よ

う
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
活
動

を
続
け
た
い
で
す
ね
」
と
話
す
の

は
、
え
び
の
警
察
署
地
域
安
全
対

策
協
議
会
長
、
京
町
駐
在
所
連
絡

協
議
会
長
を
務
め
る
大
城
戸
留
夫

さ
ん
（
京
町
区
）
で
す
。

　

え
び
の
警
察
署
地
域
安
全
対
策

協
議
会
は
、
昨
年
７
月
５
日
に
、

青
色
回
転
灯
装
備
車
で
地
域
を
巡

回
す
る
「
え
び
の
市
青
パ
ト
隊
」

を
結
成
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の
見

守
り
や
身
近
な
犯
罪
被
害
の
防
止

な
ど
に
つ
な
げ
よ
う
と
結
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。
現
在
は
、
飯
野
駅

前
交
番
連
絡
協
議
会
と
京
町
駐
在

所
連
絡
協
議
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
、
子
ど
も
た
ち
の
下
校
時

間
帯
な
ど
に
青
パ
ト
に
よ
る
巡
回

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

京
町
駐
在
所
連
絡
協
議
会
で

は
、
昨
年
10
月
17
日
に
出
発
式
を

行
い
ま
し
た
。
ま
だ
活
動
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す

が
、
巡
回
中
、
手
を
上
げ
て
く
れ

る
子
ど
も
た
ち
も
い
る
そ
う
で

す
。
大
城
戸
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

い
ろ
ん
な
機
会
で
子
ど
も
た
ち
に

青
パ
ト
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら

い
、
何
か
あ
っ
た
時
に
い
つ
で
も

私
た
ち
に
言
え
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

現
在
、
京
町
駐
在
所
連
絡
協
議

会
で
は
４
台
の
青
パ
ト
で
週
一
回

地域の皆さんが
安心安全に暮らせるように

交
代
で
真
幸
地
区
を
巡
回
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
を
８
台
に
増
や
せ

る
と
、
週
２
回
巡
回
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
大
城
戸
さ
ん
は
、
地

域
の
安
心
と
安
全
を
守
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
力
を
貸
し
て
ほ
し

い
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
頼
も
し
い
活
動
に
、

こ
れ
か
ら
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

おおきど・とめお／ 76 歳／京町区／え
びの警察署地域安全対策協議会長、京
町駐在所連絡協議会長／川内川をこよ
なく愛し、川内川での魚釣りが趣味。

Tomeo　Ookido
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真
幸
小
学
校
の
５
年
生
が
、
１
月
14

日
、
凧
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
一
環

で
、
地
域
住
民
が
指
導
者
と
な
っ
て
学

校
教
育
を
支
援
し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も

の
。
真
幸
地
区
の
白
坂
重
之
さ
ん
、
中

西
良
治
さ
ん
、
嶋
田
昭
宏
さ
ん
、
藤
崎

重
信
さ
ん
の
凧
作
り
名
人
４
人
が
講
師

を
務
め
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
講
師
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
て
、
竹
ひ
ご
を
組
み

合
わ
せ
た
り
和
紙
を
は
っ
た
り
し
て
凧

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
25
日
に
は
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

え
び
の
で
凧
揚
げ
大
会
が
行
わ
れ
、
児

童
た
ち
は
、
作
っ
た
凧
を
風
に
乗
せ
て

大
空
高
く
揚
げ
て
い
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
が
、
１
月

17
日
、
24
日
、
31
日
の
３
回
に
わ
た
っ

て
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
男
女
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
、
と
も
に
輝
く
ま
ち
を
目
指
そ
う

と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

３
回
と
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
テ
ー
マ
で

講
座
が
行
わ
れ
、
市
民
は
関
心
の
あ
る

講
座
に
参
加
。
２
回
目
の
開
催
と
な
っ

た
24
日
は
、
み
や
ざ
き
中
央
新
聞
編
集

長
の
水
谷
謹
人
氏
を
講
師
に
招
き
、「
女

心
と
秋
の
空
・
男
心
と
冬
の
空
」
と
題

し
て
、
女
と
男
の
心
理
学
か
ら
、
も
う

一
度
お
互
い
を
見
つ
め
直
し
、
思
い
や

り
と
心
と
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

１
月
27
日
か
ら
、
市
歴
史
民
俗
資
料

館
で
、
企
画
展
示
「
岡
松
地
区
遺
跡
発

掘
調
査
成
果
展
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
平
成

18
年
度
の
３
年
間
か
け
て
行
わ
れ
た
岡

松
遺
跡
と
天
神
免
遺
跡
の
発
掘
調
査
で

出
土
し
た
約
16
万
点
の
中
か
ら
、
優
品

８
１
０
点
を
選
ん
で
展
示
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

展
示
し
て
あ
る
も
の
は
、
古
墳
時
代

の
も
の
を
中
心
に
、
縄
文
土
器
や
弥
生

土
器
、
石
器
や
石
製
品
な
ど
で
す
。

　

こ
の
展
示
は
、
３
月
22
日
（
日
）
ま

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ご
覧
に

な
っ
て
い
な
い
市
民
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

三つのテーマで行われた男女共同参画セミナー。

凧作りを教わる真幸小の児童たち。

810 点の出土品が並ぶ「岡松地区遺跡発掘調査成果展」。

　

京
町
二
日
市
が
、
１
月
31
日
、
２
月

１
日
の
２
日
間
、
京
町
温
泉
駅
前
通
周

辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
南
九

州
最
大
の
買
い
物
市
と
し
て
、
大
正
９

年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
。
好
天
に
も
恵

ま
れ
て
、
２
日
間
で
約
25
万
人
も
の
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
通
り
に
は
、

食
品
や
日
用
雑
貨
、陶
器
や
刃
物
な
ど
、

県
内
外
か
ら
４
２
０
店
舗
が
軒
を
連
ね

ま
し
た
。通
り
を
歩
く
と「
い
ら
っ
し
ゃ

い
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
威
勢
の
い
い

声
が
飛
び
交
い
ま
す
。
訪
れ
た
買
い
物

客
は
、
味
見
を
し
た
り
、
掘
り
出
し
物

は
な
い
か
と
品
定
め
を
し
た
り
し
て
、

京
町
二
日
市
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
春
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
１
月
31
日
、

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
立
ち
見
の
客
が
出
る

ほ
ど
の
大
に
ぎ
わ
い
。
市
民
な
ど
約

５
８
０
人
も
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
青
島
広
志
さ

ん
（
ピ
ア
ノ
・
お
話
）、
赤
星
啓
子
さ

ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、鶴
川
勝
也
さ
ん
（
バ

リ
ト
ン
）
を
招
い
て
の
お
し
ゃ
べ
り
コ

ン
サ
ー
ト
。
オ
ペ
ラ
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
、

日
本
の
名
曲
を
劇
で
つ
づ
り
な
が
ら
贈

る
、
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
訪
れ
た
皆
さ

ん
も
歌
っ
た
り
セ
リ
フ
を
言
っ
た
り
す

る
場
面
も
あ
り
、
出
演
者
と
観
客
の
皆

さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今年も多くの人でにぎわった京町二日市。

大盛況だった新春コンサート。

　

ふ
る
さ
と
料
理
教
室
が
、２
月
13
日
、

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
郷
土
料
理
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
全
６
回
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

３
回
目
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
市
民

19
人
が
参
加
。
郷
土
料
理
に
詳
し
い
迫

田
昭
子
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
白
菜
の

生
春
巻
き
風
や
味
噌
煮
込
み
う
ど
ん
な

ど
３
種
類
を
作
り
ま
し
た
。

　

迫
田
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
楽
し
そ
う
に

い
き
い
き
と
し
て
い
ま
す
。
え
び
の
市

の
郷
土
料
理
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
教
室
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
料

理
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

郷土料理に挑戦する参加者。

　

第
63
回
南
九
州
駅
伝
競
走
大
会
が
、

２
月
１
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
、高
校
や
大
学
、実
業
団
な
ど
51
チ
ー

ム
が
出
場
。
真
幸
地
区
体
育
館
前
を
ス

タ
ー
ト
し
、
都
城
市
役
所
玄
関
前
に

ゴ
ー
ル
す
る
７
区
間
（
61
・
25
㎞
）
で

争
わ
れ
ま
し
た
。

　

宮
﨑
市
長
の
ピ
ス
ト
ル
の
合
図
に
、

選
手
た
ち
は
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
ス

タ
ー
ト
直
後
の
京
町
地
区
で
は
、
京
町

二
日
市
開
催
中
で
も
あ
り
、
多
く
の
人

た
ち
が
買
い
物
を
止
め
、
選
手
た
ち
に

旗
を
振
り
な
が
ら
「
が
ん
ば
れ
ー
」
と

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市

内
の
国
道
沿
い
の
い
た
る
所
で
、
市
民

の
声
援
を
送
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

えびのをスタートした選手たち（京町地区）。

男
女
と
も
に
輝
く
ま
ち
を

児
童
が
凧
作
り
に
挑
戦

８
１
０
点
の
出
土
品
ず
ら
り

新
春
コ
ン
サ
ー
ト
大
盛
況

京
町
二
日
市
に
25
万
人

51
チ
ー
ム
え
び
の
を
ス
タ
ー
ト

郷
土
料
理
を
学
ぶ



■えびの消防署☎ 0984‐33‐6119 ■えびの警察署☎ 0984‐33‐0110

119 だより 110 だより

information

お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所 ▼ ▼ ▼ 　☎ 0984‐35‐1111

日（土）に天神ビルで
◎大阪会場＝平成 21 年５月
23 日（土）に大阪駅前第３ビ
ルで

【開催時間】午後１時～午後４
時（受付：午前 11 時～）

【対象】Ｕ・Ｉターン就職希望者・
新規学卒予定者

【参加企業】県内で就業する人
材を募集する企業（参加企業は
宮崎県庁ホームページ等でご確
認ください）※ホームページ
は「宮崎県就職説明会」で検索
できます。
■お問い合わせ先
宮崎県労働政策課
☎ 0985‐26‐7109

　市では、定額給付金給付事業
事務に伴い、下記のとおり臨時
職員（事務職）を募集します。

【募集人員】◎雇用期間：平成
21 年３月９日～平成 21 年５
月 31 日＝３人　◎雇用期間：
平成 21 年３月９日～平成 21
年８月 31 日＝２人

【賃金】日額 5,700 円
【勤務条件】市の職員に準ずる
【選考方法】書類選考（市様式
の履歴書）と面接

【申込期限】平成 21 年２月 27
日（金）まで

【申込方法】市様式の履歴書を
市企画政策課に提出
■お問い合わせ先
市企画政策課（内線 322・323）

　国土交通省では、川内川の堤
防等の維持管理のため、除草作
業を業者に委託して行っていま
す。その刈草を資源としての有

効利用を図るため、地域の皆さ
んに提供し、家畜粗飼料や畑等
の敷き草、たい肥などに利用し
ていただこうと考えています。
草刈りから梱包までは業者の方
で行いますが、現地からの持ち
出しは利用者本人に行っていた
だきます。この刈草をご希望の
方は、下記までご連絡ください。

【申込締切】平成 21 年３月 31
日（火）※締切を過ぎた申込
は受け付けられません。
※今回の募集は、許可制による
個人の採草とは異なります。
※登録期間は１年間です。今ま
で登録をされていた方で引き続
きご希望の方も、新たに申込み
が必要です。
※梱包の際、刈草の中のごみは
ある程度分別しますが、幾分混
入していることも考えられます
ので、飼料等への利用は注意が
必要であることをご理解くださ
い（刈草の梱包の大きさは、直
径 50 ㎝×長さ 73 ㎝程度）。
※販売等の営利目的での使用は
できません（販売の事実が確認

された場合、その方への配布を
取り止めます）。
■お問い合わせ先
国土交通省川内川河川事務所京
町出張所技術係・事務係
☎ 0984‐37‐1151

　宮崎県立宮崎東高等学校で
は、下記のとおり通信制生徒を
募集します。

【募集人員】350 人（転編入を
含む）

【学習方法】自宅でのレポート
作成を中心とする「自学自習」
が原則。月２～３回のスクーリ
ングに出席。

【資格】中学卒業または同程度
の学力を有する方。

【出願期間】平成 21 年３月 19
日（木）～３月 30 日（月）

【選抜検査】作文、面接、出願
書類により選考

【転編入学】新入学とは別日程
で募集し、作文、面接、出願書
類により選考。

災害への備えは大丈夫ですか？

1 月の活動状況 火災 1件 年計 1件
［えびの消防署管内］ 救急 72 件 年計 72 件

　昭和 43 年２月 21 日午前８時 51 分、えびの地震
が起こった日です。災害が発生すると、消防などの
公的機関では、すべてに対応できないことがありま
す。非常持出品の準備や避難先の確認が必要です。
もし夜に地震が起きたらどうしますか？停電等で周
りが見えないときの避難はとても大変です。ガラス
の破片で足を切ることもあります。寝具の横に靴を
用意しておくのもいいでしょう。
　３月１日から７日まで、春の全国火災予防運動が
実施されます。この運動を機会に、家の人や近所の
方と防災に対する予防と備えについて、ぜひ話し合っ
てみてください。

1 月の交通事故 人身 9件 年計 9件
　発生状況 物件 25件 年計 25 件

　２月１日から２月 10 日までの間、飲酒運転根絶運
動を実施しました。
　地域、職場、家庭等における飲酒運転を許さない
環境づくりと、飲酒運転根絶気運を高めましょう。
　なお、今年の６月１日から罰則が厳しくなり、酒
酔い運転の免許取消欠格期間が３年以上、0.25 ㎎以
上の酒気帯び運転が免許取消し、0.15 ㎎以上の酒気
帯び運転が 90 日の停止となります。

飲酒運転根絶に向けて

　平成 21 年４月１日から、ゆ
うちょ銀行の上水道料金口座払
込先（えびの市水道課の口座）
が変わります。これに伴って、
平成 21 年２月 20 日（金）か
ら３月 31 日（火）の間に、ゆ
うちょ銀行の口座振替手続きを
行う場合は、市水道課経営管理
係までご連絡ください。なお、
現在ゆうちょ銀行口座振替をご
利用の方については、手続きや
連絡の必要はありません。
■お問い合わせ先
市水道課経営管理係
（内線 291）

　近年、パソコンを悪用するこ
とを目的に作られた「ボット」
と呼ばれるウイルスがインター
ネット上でまん延しています。
このボットに感染すると、悪意
を持った攻撃者が感染パソコン
を遠隔操作し、パソコン内の情
報や入力したＩＤ、パスワード、
クレジット番号等を盗み出し、
不正利用されるなどの深刻な被
害をもたらします。
　ボットウイルスに感染しても
目立った症状が出ないため、ほ
とんどの方は気づいていませ
ん。症状に気づく場合でも、「パ
ソコンの動作が遅くなった」、

「パソコンが急に動作しなくな
ることがある」など、「何か変
だな」と思う程度です。このよ
うに、症状が現れていない方も、
感染している可能性があります
ので、以下のサイトで感染して
いないかのチェックと、感染し
ないための対策をしましょう。

【ボットウイルスの駆除・対策
手順】サイバークリーンセンタ
ー（http://bot.ccc.go.jp/）にア
クセスしてください。

【感染しないための３つのポイ
ント】① Windows　Update を
行う②ウイルス対策ソフトを導入
する③ブロードバンドルータを使
ってインターネット接続をする。
■お問い合わせ先
自治行政局地域情報政策室
☎ 03‐5253‐5525

　市では、民間企業等の広告を
掲載した封筒の使用を開始しま
す。これは、広告代理店等から
広告が掲載された封筒を寄付し
てもらい、市の業務に使用する
ことにより、市は封筒の購入や
印刷の費用が不要になり、経費
削減につながるものです。
市民の皆さんのご理解をお願い
します。
■お問い合わせ先
市財政課経営分析係
（内線 381）

　人材を求める県内企業とＵ・Ｉ
ターン就職希望者、新規学卒予
定者を応援するため、県外３会
場で就職説明会を開催します。

【開催日・会場等】※参加無料
◎東京会場＝平成 21 年４月
18 日（土）に都道府県会館で
◎福岡会場＝平成 21 年５月９

・お知らせ・
上水道料金口座払
込先が変わります

ゆうちょ銀行の口座払込先変更

※詳しいことは下記にお問い合
わせください。
■お問い合わせ先
宮崎県立宮崎東高等学校通信制
☎ 0985‐27‐7794

　「飯野植木市」が下記のとお
り行われます。２日間、歩行者
天国となった通りには植木や花
など、多くの店が並びます。ま
た、綱引き大会や抽選会などの
催しも企画されています。多数、
お越しください。

【開催日】平成 21 年３月７日
（土）・３月８日（日）の２日間
【会場】飯野町区商店街（えび
の市役所飯野出張所周辺）

【歩行者天国時間】
７日：午前 10 時～午後５時
８日：午前９時～午後５時
■お問い合わせ先
えびの市商工会
☎ 0984‐35‐1544

・募　　集・

Ｕ・Ｉターン就職希望者と県
内企業の出会いの場として
宮崎県ふるさと就職説明会開催

定額給付金給付事業事務
に携わる臨時職員を募集

市役所臨時職員募集

15 歳～ 60 歳代までの
生徒が在籍しています

宮崎県立宮崎東高校通信制生徒募集

・イベント・
多くの植木や花が並び春
を感じさせる飯野植木市
「飯野植木市」開催のお知らせ

民間企業等の広告入
り封筒を使用します

経費削減に向けて

あなたのパソコンは
感染していませんか
ボット駆除キャンペーン

刈草を家畜粗飼料やた
い肥等に活用ください
刈草の提供希望者を募集します
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掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

同 参 画 だ よ り男 女

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

人は色々なことで気分がふさぎ込み、元気が出
なくなります。大抵は自分の力で元気を取り

戻して生活を続けますが、数週間以上続く場合もあ
ります。各種ストレス等が原因となって起きる心の
風邪ともいわれる「うつ病」は、生涯に約 15 人に
1人は経験するという身近な病気です。多くの場合、
早めに気づき治療することで回復します。
　検査をしても異常はないのに、こんな不調がしば
らく続いていませんか。いくつかあてはまる場合は、
うつ病の兆しかもしれません。
①体がだるい②すぐに疲れる③頭がはっきりしない
④肩や首がこる⑤のどが詰まった感じ⑥お腹がすか
ない⑦テレビも面白くない⑧家事や仕事をてきぱき
こなせない⑨気分が沈む⑩何をするにもおっくう
　また、うつ病のきっかけとなるものは次のような
ことがあるといわれています。
①職場の配置転換、昇進、転勤、就職など②子ども
たちが進学、就職、結婚などで家を出て行く時③引っ
越し、新築、改築など（就職、進学での転居も）④

気に笑
って

健康
え び の

『　乙女詩集・恋　』
竹久夢二／著

乙女」という言葉になぜか気恥ずかし
く、なぜか心がくすぐられます。そ

んな「乙女」の恋の喜び、孤独でやるせな
い胸の内、ほのかな夢と憧れを、時代を超
えても色あせない夢二の詩がつづられてい
ます。春の草花と、優しい風にスカートの
裾
すそ

を揺らしながら、この本と話してみませ
んか。

（河出書房新社）
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春
ま
だ
浅
き
早
春
の
朝
、
子
ど
も
た
ち
は
朝
霧
の
中
を
明
日
と
い
う
未
知
の
世
界

へ
希
望
を
持
っ
て
頬
を
真
赤
に
染
め
な
が
ら
学
校
へ
と
向
か
う
。

　

そ
の
子
ど
も
た
ち
を
見
送
り
つ
つ
、
作
者
は
遠
く
離
れ
住
む
孫
に
思
い
を
馳
せ
て

い
る
の
で
あ
る
。
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
緩
や
か
で
、
心
豊
か
な
本
当
の
世
界
の

来
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
冬
耕
の
夫
の
背
少
し
ま
が
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
鳥
区
　
中
堀
ふ
じ
子

　

夫
は
今
年
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
五
人
家
族
が
長
か
っ
た
我
が
家
も
今
で
は
二
人
暮

ら
し
に
な
り
ま
し
た
。
来
し
方
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
泣
い
て
笑
っ
て
喧け
ん
か嘩

し
て
支
え
合
い
な
が
ら
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

名
残
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
浦
区
　
玉
村
キ
ク
エ

南
天
の
実
　
き
ん
か
ん

ど
ん
ぐ
り
　
山
い
ち
ご
の
葉

松
ぼ
っ
く
り

ビ
ニ
ー
ル
の
袋
の
中
か
ら

歓
声
が
ひ
び
く

足
音
が
聞
こ
え
る

語
ら
い
が
こ
ぼ
れ
る

廊
下
に
無
造
作
に
　
ポ
ツ
ン
と

ま
ご
た
ち
の
ぬ
く
も
り
が
伝
わ
る

つ
か
の
間
の
帰
省
・
・
・
な
ご
り

市町村広報活動の向上と促進を図るために毎年行われて
いる宮崎県広報コンクール。先日、平成 21 年宮崎県

広報コンクールの審査結果の通知があり、広報紙の部（市部）
で特選（平成 20 年７月号）、一枚写真の部で特選（平成 20
年３月号表紙）を受賞することができました。私が広報担
当になってから、広報紙の部、一枚写真の部で特選を受賞
することは初めて。ダブル受賞も初めてで、嬉しくて嬉し
くてたまりませんでした。これも市民の皆さんや職場、家
族の協力があったからこそです。これを大きな励みに、こ
れからも広報紙作製にがんばりたいと思います。　　（楠元）

短
　

歌
俳
　

句

詩

（
自じ
ち
ゅ
う註
）

病気やケガで生活パターンが変わる時⑤家族のメン
バーの出入りがある時（死亡・別居・誕生・同居人
増等）⑥心理的負担が急に増加するか軽減する時⑦
身近な人、大切なもの、財産等をめぐる喪失体験　
　人は自分にとって大切なものを失った時などに気
分が落ち込み、悲しみ、むなしさ、気力の低下など
を感じます。それが体の症状として出ることもあり
ます。例えば、不眠、頭痛、疲労感、食欲不振等、
これがうつ状態です。健康な人なら、失った事実を
次第に認め、悲しみや喪失感を体験しながら新たな
現実を受け入れるという形で、うつ状態を克服して
いきます。ところが何か月も立ち直れない場合があ
ります。
　うつ状態の時は、脳内の気分や意欲、記憶などを
コントロールし、心と体の働きを活性化する物質の
働きが低下していると考えられています。うつ病の
治療は期間も長く、根気がいりますので、うつ状態
が何か月も続くようであれば、精神科や心療内科に
相談することをお勧めします。

（
評　

竹
下
妙
子
）

「

広報えびの　1415　ebino　city　public　relations.　2009.02

今月の
納税

■山之口保健師（健康保険課）

ぐれ」で、愛情を注がないと微笑んでくれません。
自然の力は大きく大変な作業ですが、結果が良い
と最高の幸せをくれます。お互いすべての作業を
しますが、主に夫が稲作とキンカンを、私がピー
マンと伝票整理等の事務を担当し、地域の活動に
参加すること等を含めた、二人の言葉で作った家
族経営協定を結んでいます。小さな取り決めです
が、文章に書いてみて改めて責任を感じました。
ぜひ皆さんも協定を結んでみてください。自分磨
きとなり、新たな能力が発見できると思います。
　今年もキンカンの収穫が始まりました。生産者
のところには、夫婦二人の名前を記入しています
（共同で生産したキンカンだから）。小さなことか
もしれませんが、仕事や家庭でお互いを認め合う、
これが我が家の男女共同参画です。

心の不調とうつ病

『私と男女共同参画』

固定資産税　　　第４期
国民健康保険税　第８期
３月２日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／ 10,282 人（－ 16 人）
　女性／ 11,717 人（－ 7人）
　合計／ 21,992 人（－ 23 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,109 世帯（－ 15 世帯）

（平成 21年 2月１日現在）

男女共同参画社会基本法
ができて早 10 年にな

ろうとしています。市民の
意識が、どのように変わっ
たのか、私自身も男女共同
参画セミナーに出席する程
度なので現状は分かりませ

転入／ 46 人
転出／ 51 人
出生／ 15 人
死亡／ 33 人

んが、以前は、「おなごんよしで！」と言われ
ては反発して議論したものでした。気のせいか、
最近、私の周りではその言葉もあまり聞かない
ような気がします。ＤＶやセクハラに対する意
識も、かなり浸透してきているのではないでし
ょうか。広報の力かと思います。
　我が家は、夫と二人でピーマンと完熟キンカ
ンを作る専業農家です。作物は「生き物で気ま

古川あけみさん
（白鳥区）
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Furusato-sanpo

当
時
鹿
児
島
の
城
下
士
が
た
び
た
び
館

を
訪
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

築
山
の
石
が
現
在
も
大
河
平
小
学
校

校
庭
の
南
東
に
残
っ
て
お
り
、
本
門
の

礎
石
は
、
築
山
か
ら
西
に
十
数
㍍
の
と

こ
ろ
に
残
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
義
弘
公
が
来
訪
し
た
際
に
開
門
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
一
〇
年
の
西
南
の
役
の
際
に
館

は
全
焼
。
そ
の
後
、
一
五
代
の
大
河
平

隆
芳
は
記
憶
を
た
ど
っ
て
絵
師
の
小
波

南
洋
魚
青
に
館
の
彩
色
画
を
描
か
せ
ま

し
た
。
そ
の
「
大
河
平
屋
敷
絵
図
」
は
、

昭
和
六
〇
年
三
月
一
一
日
に
、
市
の
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
今
で
も
大
切

に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
大
河
平
地
区
に
大
河
平
氏
の
館

跡
が
あ
り
ま
す
。
館
跡
は
、
今

も
元
屋
敷
と
い
う
地
名
で
残
っ
て
い
ま

す
。
現
在
休
校
中
の「
大
河
平
小
学
校
」

が
大
河
平
家
の
住
居
跡
で
、
間
口
約

一
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
約
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
屋
敷
地
は
、
周
囲
が
土
塁

で
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
道
路
沿
い
に
は

水
路
が
あ
り
、
こ
の
水
路
は
堀
跡
の
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

校
門
の
左
右
に
伸
び
る
土
塁
の
上
に

は
、
当
時
植
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
真

紅
の
大
河
平
ツ
ツ
ジ
が
、
時
期
に
な
る

と
、
一
面
紅
蓮
の
炎
の
ご
と
く
咲
き
誇

り
ま
す
。
こ
の
大
河
平
ツ
ツ
ジ
は
「
血

潮
ツ
ツ
ジ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

大
河
平
の
初
代
八
代
隆
屋
が
六
六
の

家
臣
と
と
も
に
北
原
氏
を
頼
っ
て
大
河

平
に
移
住
。
隆
屋
は
永１

５

６

２

年

禄
五
年
に
、
栗

野
城
で
島
津
義
弘
公
に
拝
謁
し
、
大
河

平
の
地
を
本
領
と
し
て
与
え
ら
れ
、
北

辺
の
警
備
を
任
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
八
代
姓
を
大
河
平
姓
に
改
め
大
河

平
隆
屋
と
名
乗
り
ま
す
。
永１

５

６

４

年

禄
七
年
五

月
二
九
日
、
今
城
を
伊
東
の
大
軍
が
急

襲
し
、
城
主
大
河
平
隆
次
が
戦
死
後
、

球
磨
相
良
士
皆
越
六
郎
左
衛
門
が
義
弘

公
か
ら
大
河
平
を
給
わ
り
、
五
代
大
河

平
左
近
衛
将
監
隆
俊
と
改
め
ま
す
。

　

館
は
、
天１

５

８

２

年

正
一
〇
年
ご
ろ
、
義
弘
公

が
磯
御
殿
に
模
し
設
計
し
て
築
か
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
か
、

大河平氏館跡の「築山の斜石」。

大
河
平
氏
館
跡
（
上
大
河
平
地
区
）

124

（
文
／
歴
史
民
俗
資
料
館
・
麦
田
勝
）


